
教
賀
の
麗
史
と
鍾

石

1~ 

左

近

本
稿
は
、
敦
賀
を
中
心
と
し
て
現
在
も
残
っ
℃

い
る
鑑
、
ま
た
敦
賀
に
存
在
し
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
る
鏡
に
つ
な
が
る
歴
史
を
述
べ
る
。
も
ち
ろ
ん

鐘
そ
の
も
の
の
エ
芸
的
文
化
財
の
価
値
を
述
べ
よ

う
と
す
る
の
で
は
な
い
。

県
内
の
銅
鐘
で
早
く
か
ら
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
)

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
に
改
め
て
国
宝
に
な
っ
た

の
は
、
敦
賀
市
の
常
宮
神
社
所
蔵
の
朝
鮮
鐘
で
お

る。

5 

常
宮
紳
社
の
鍾

こ
の
鐘
は
朝
鮮
鐘
の
中
の
新
羅
鐘
に
属
す
る
逸

品
で
あ
っ
て
、
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
戦
役
の
際
に
、

敦
賀
城
主
の
大
谷
士
一
口
継
に
命
じ
て
、
慶
長
二
年
二

月
二
十
九
日
に
常
宮
神
社
に
寄
進
せ
し
め
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

秀
吉
が
文
雄
の
朝
鮮
戦
役
に
敦
賀
に
も
締
役
を

課
し
た
。
水
主
を
ム
ハ
十
七
人
と
し
、
船
舶
の
徴
せ

ら
れ
た
数
は
詩
か
で
な
い
が
、
道
川
季
信
の
甥
の

左
近
右
衛
門
は
大
谷
吉
継
の
寧
に
従
い
船
頭
と
な

り
、
滋
谷
新
五
郎
は
軍
船
を
監
し
た
と
い
う
。
正

石
井

敦
賀
の
歴
史
と
鐘

徳
五
年
正
月
に
記
さ
れ
た
道
川
文
書
に
拠
れ
ば
「
し
た
こ
と
が
東
遊
記
後
編
に
見
え
て
い
る
。
越
前

吉
継
よ
り
季
信
に
寧
舶
を
謀
役
せ
ら
る
、
こ
の
と
名
蹟
考
に
所
載
の
夜
遊
記
の
.
一
節
に
拠
れ
ば
「
越

き
季
信
手
船
十
八
般
あ
り
、
般
を
築
紫
に
赴
け
朝
前
田
敦
賀
の
常
宮
に
詣
し
に
、
此
鐘
等
常
の
物
な

鮮
に
渡
ら
ん
と
す
云
々
」
と
あ
り
、
ま
た
渡
海
に
ら
ず
と
人
々
い
ふ
に
、
近
く
寄
て
是
を
見
れ
ば
材

功
お
り
と
て
吉
継
よ
り
、
左
近
右
衛
門
は
敦
賀
の
龍
一
閣
の
傍
に
穴
有
て
、
全
体
の
形
古
雅
な
り
、
銘
.

町
年
寄
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
疋
田
記
に
を
見
れ
ば
朝
鮮
の
文
な
り
、
豊
臣
公
の
頃
大
谷
刑
;

拠
れ
ば
寸
疋
田
か
ら
小
頭
一
、
人
夫
三
人
、
以
上
部
此
地
に
主
宰
と
し
て
在
し
時
、
朝
鮮
国
よ
り
持

四
人
出
す
、
一
人
の
扶
持
米
弐
人
分
下
さ
る
、
女
ち
来
り
し
錯
を
此
官
に
献
せ
し
と
一
五
伝
ふ
。
共
銘

房
の
扶
持
ま
で
下
さ
れ
候
、
大
谷
人
惣
人
数
千
二
文
茜
読
み
難
し
、
此
音
を
聞
ん
事
を
お
も
へ
ど
、

百
人
、
四
番
備
な
り
、
郡
中
か
ら
小
頭
共
に
J

二
百
撞
く
こ
と
禁
制
と
云
う
札
を
掛
け
た
り
、
入
相
に
i

人
渡
海
仕
と
一
試
え
り
、
浦
辺
は
家
数
百
軒
に
水
主
は
撞
く
よ
し
を
ま
け
ば
、
入
相
に
は
か
な
ら
ず
間

十
人
出
す
よ
し
、
十
万
石
に
大
船
三
般
、
中
船
五
へ
し
と
思
ひ
し
に
、
言
葉
石
の
為
め
に
、
さ
ど
ゐ

娘
、
一
万
石
に
つ
き
人
夫
三
百
人
と
一
五
う
、
小
頭
の
岳
に
登
り
て
夜
に
入
り
て
帰
り
し
か
ば
、
叉
入

松
田
六
車
衛
門
十
七
歳
に
て
渡
海
、
廿
三
歳
の
夏
相
の
鎧
の
音
を
も
開
か
ず
、
残
念
云
ん
ば
か
り
な

の
頃
疋
田
へ
か
へ
り
申
さ
れ
候
、
共
の
外
、
捕
し
云
々
」
と
あ
る
。
こ
の
鐘
は
今
を
去
る
千
百
二

介
、
コ
ア
有
衛
門
、
善
右
衛
門
、
中
に
も
蹴
介
は
、
十
四
年
前
で
、
西
暦
八
百
三
十
三
年
に
あ
た
る
僻

ね
は
ん
の
絵
取
、
定
広
院
へ
寄
進
仕
候
也
」
と
あ
の
国
の
大
和
七
年
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
お
る
。

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
秀
吉
の
征
韓
の
役
と
敦
賀
鋸
紳
社
の
鐘

と
の
関
係
が
深
い
。
そ
し
て
秀
吉
の
重
田
で
あ
ヨ
丹
生
郡
織
岡
町
の
倒
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

た
大
谷
吉
継
を
し
て
寄
進
せ
し
め
る
の
に
不
思
議
鐘
は
、
わ
が
国
で
鱒
遇
さ
れ
た
奈
良
朝
時
代
の
鐘

は

な

い

で

あ

ろ

う

。

で

、

在

銘

で

は

最

も

古

い

も

の

の

一

つ

で

あ

づ

て

天
明
間
年
に
東
遊
に
按
立
っ
た
橘
南
鎗
が
、
こ
既
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
一
{
一
月
改

の
鎮
の
音
を
聞
き
だ
い
と
思
つ
も
、
常
宮
に
参
詣
め
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
鏡
銘
は
草
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の
同
一
一
区
に
字
を
一
一
に
、
創
御
子
寺
鐘
る
じ
の
物
が
た
り
に
、
此
の
侮
に
鐘
の
沈
み
て
持

議
最
害
問
、
年
九
汀
十
一
日
と
賜
錯
し
て
あ
る
Q

る
を
)
留
の
守
の
あ
ま
を
入
て
等
さ
せ
給
へ
ど
，

敦
賀
に
は
こ
の
鎮
に
つ
い
て
伝
説
ポ
あ
る
。
そ
龍
顕
下
さ
ま
に
落
て
引
揚
べ
き
た
よ
り
も
な
し
と

の
嬰
領
は
、
敦
賀
郡
栗
野
村
萌
生
野
の
宮
内
地
籍
開
く
」
と
題
し
て
「
月
い
づ
こ
か
ね
は
沈
め
る
海

に
鎖
脱
さ
れ
て
い
た
織
間
神
社
の
御
柏
村
体
と
鑓
を
の
底
」
と
吟
じ
て
い
る
こ
と
に
よ
ワ
て
、
古
く
か

丹
生
郡
織
田
に
題
さ
れ
る
と
た
¥
鎮
を
運
増
中
に
ら
の
沈
鐘
伝
説
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来

敦
誼
の
持
に
誤
ワ
て
落
し
海
践
に
沈
ん
だ
の
で
、
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
剣
神
社

ω
鎚
を
遜
し
た
と
、
語
り
伝
え
ら
れ
一
氷
蔵
寺
の
時
の
鍾

て

い

る

の

勺

あ

る

。

こ

の

鐘

は

も

と

敦

賀

市

一

向

堂

開

(

相

生

町

〉

敦
賀
縄
県
野
村
高
生
野
の
宮
内
地
籍
に
は
現
在
に
在
ヨ
た
時
の
鎚
・
で
あ
る
、
打
官
ん
一
部
貞
の
妻
の
清

も
鰯
神
社
が
銀
出
さ
れ
、
式
内
の
古
社
で
新
抄
格
月
尼
が
寛
文
瓦
年
八
月
の
年
八
十
歳
の
時
に
発
意

勅
持
抄
に
剣
御
子
神
三
十
戸
越
前
宝
箱
二
年
克
二
し
て
鋳
造
せ
し
め
た
も
の
で
、
今
か
ら
二
百
九
十

十
戸
支
平
柿
謹
一
五
年
九
月
七
日
封
十
戸
と
あ
る
。
二
年
前
の
こ
と
で
品
る
。
鏡
銘
は
長
文
で
あ
る
か

そ
の
地
に
続
、
日
本
紀
、
一
一
一
代
実
鋒
な
ど
の
国
史
に
ら
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
錨
は
、
一
般
に

も
所
載
さ
れ
て
い
る
ゆ
か
り
の
顕
著
な
古
名
社
で
時
計
の
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
敦
賀
識
の

あ
る
。
も
と
神
域
に
一
一
一
百
幼
と
呼
ぶ
地
名
が
あ
る
む
出
舟
入
舟
や
近
隣
遠
村
の
人
々
に
専
ら
時
間
を
報

こ
こ
に
佐
古
は
社
憎
の
宿
場
が
あ
ヨ
た
と
伝
え
ら
知
す
る
た
め
の
鐘
で
、
寺
鐘
と
は
そ
の
間
捻
を
呉

れ
て
い
る
が
、
今
は
栗
野
小
学
校
の
敷
地
と
な
っ
に
し
て
い
る
。
火
事
の
場
合
に
も
撞
い
た
が
、
こ

て
い
る
。
こ
の
剣
神
社
の
南
方
に
i

あ
た
る
同
一
の
の
鐘
を
撞
け
ば
、
町
奉
行
も
出
場
せ
ね
ば
な
ら
な

山
麓
に
古
常
の
旧
社
が
あ
る
υ

こ
こ
が
往
昔
の
織
か
?
に
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
に
一
向
堂
町

間
神
社
の
鎮
践
の
仰
山
で
あ
る
と
い
う
。
の
鏡
楼
か
ら
敦
賀
町
役
場
に
拶
さ
れ
，
ト

俳
聖
の
芭
が
一
冗
誠
二
年
八
月
に
敦
賀
を
訪
れ
か
ら
夜
十
時
ま
で
時
間
録
に
撞
い
た
。
心

た
み
ぎ
り
に
の
、
つ
る
が
り
ぬ
、
あ
か
ら
京
午
だ
け
撞
い
た
の
で
ー
る
ヮ
た
が
、

進
y

ん
で
大
和
問
銀
行
の
サ
イ
レ
シ
る
よ
う
に

な
り
、
明
か
ら
市
に
発
展
し
、
庁
合
も
移
転
し
サ

イ
レ
ン
が
備
わ
ヮ
た
の
で
、
打
官
民
の
一
揖
郊
寺
の

永
厳
土
寸
に
捗
さ
れ
た
。
揺
史
的
ゆ
か
り
の
深
い
鎮

で
お
る
。金
前
寺
の

こ
の

創
建
と
い
い
、
気
比
神
宮
の

で
あ
り
、
吉
野
朝
の
時
代
に
は
等
由
民
、
恒

良
両
親
王
の
御
座
所
む
な
ワ
た
。
一
冗
鐘
年
聞
の
兵

戦
で
焼
失
し
、
そ
の
後
に
安
碍
子
持
泉
の
女
が
再

建
し
た
。
鎧
は
寛
文
年
聞
に
打
宮
山
一
万
点
の
寄
進
し

た
も
の
で
、
鎌
倉
、
室
町
時
代
の
様
式
で
あ
り
、

鎧
銘
に
金
林
寺
と
あ
る
が
、
一
九
時
は
寺
名
を
金
体

寺
と
称
し
た
援
史
的
脅
料
と
も
な
づ
て
い
る
。

金
前
十
子
手
氷
山
賊
寺
も
と
も
に
戦
災
に
嬬
か
っ
た

が
、
虫
干
に
鐘
は
炎
を
免
れ
開
銀
(
絞
は
な
か
っ
た
。
金

前
点
寸
の
鏡
は
近
年
に
至
ヮ
て
遠
敷
郡
に
移
動
し
た

ぬ
を
開
聞
い
て
い
る
。
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